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6年（上） 第4単元 「読むこと」「書くこと」

一
　
紹
介
文
を
書
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
読
み
に

作
品
に
出
て
く
る
表
現
は
、
作
者
の
生
き
方
や
考

え
方
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。「
イ
ー
ハ
ト
ー

ヴ
の
夢
」
で
は
、
作
者
の
人
生
を
垣か

い

間ま

見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
実
践
で
は
、
ま
ず
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

の
夢
」
を
読
ん
で
、
作
者
の
人
柄
や
人
生
に
つ
い
て

知
り
、
そ
の
上
で
「
や
ま
な
し
」
に
出
会
う
よ
う
設

定
し
て
い
ま
す
。「
や
ま
な
し
」
の
個
性
的
な
表
現

を
、
作
者
の
生
き
方
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で
ほ
し

い
か
ら
で
す
。
造
語
、
擬
態
語
、
色
彩
を
表
す
語
、

比ひ

喩ゆ

表
現
な
ど
、
賢
治
の
独
特
な
表
現
に
着
目
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
す
。
読
解
で
は
な
く
、
書
く
活
動

（
紹
介
文
）
に
つ
な
げ
る
た
め
の
目
的
的
な
読
み
に

な
る
よ
う
指
導
者
は
意
識
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え

ま
し
た
。

第
三
次
の
読
書
活
動
を
通
し
て
探
し
た
個
性
的
な

表
現
を
も
と
に
、
第
四
次
で
は
、
カ
ル
タ
作
り
を
し

ま
す
。
取
り
札
の
裏
に
は
、
作
品
と
作
者
の
生
き
方

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
文
を
書
き
ま
す
。
発

表
会
や
カ
ル
タ
会
を
通
し
て
、
友
達
の
気
づ
き
に
学

ぶ
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
第
五
次
で
は
、
発

展
的
に
他
の
作
家
（
金
子
み
す
ゞ
）
の
作
品
を
読
み
、

作
品
と
作
者
の
生
き
方
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
文
を
書

き
ま
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
作
者
の
個
性
的
な
表
現
が
、
や
が
て
児
童
の

表
現
に
生
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

二
　
指
導
計
画
（
全
十
六
時
間
）

第
一
次
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」
を
読
み
、
宮
澤
賢
治
に

つ
い
て
知
る

①「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」
を
読
む
。

②
作
者
の
生
き
方
・
考
え
方
・
人
柄
な
ど
を
読
み
取
る
。

第
二
次
「
や
ま
な
し
」
を
読
み
味
わ
う

③「
や
ま
な
し
」
を
読
み
、
感
想
を
書
く
。

④「
五
月
」
の
表
現
を
読
み
味
わ
う
。

⑤「
十
二
月
」
の
表
現
を
読
み
味
わ
う
。

⑥「
五
月
」「
十
二
月
」
を
対
比
し
な
が
ら
読
む
。

第
三
次
作
者
（
宮
澤
賢
治
）
の
作
品
を
読
む

⑦「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
を
読
み
、
個
性
的
な
表
現
を

探
す
。

⑧
「
読
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
そ
の
他
の
作
品
を
読
む
。

⑨
作
者
の
生
き
方
・
考
え
方
が
作
品
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

る
か
話
し
合
う
。

第
四
次

個
性
的
な
表
現
と
作
者
の
生
き
方
を
紹
介
す
る

⑩
〜
⑫
個
性
的
な
表
現
を
取
り
上
げ
、
カ
ル
タ
を
作
る
。

（
取
り
札
の
裏
に
作
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
紹
介
文
を

書
く
。）

⑬
紹
介
文
の
発
表
会
を
す
る
。（
全
体→

グ
ル
ー
プ
）

＊
（
教
科
外
の
時
間
で
カ
ル
タ
会
を
一
時
間
行
う
。）

第
五
次

他
の
作
家
の
作
品
を
読
み
、
個
性
的
な
表
現
な
ど

を
紹
介
す
る

⑭
〜
⑮
金
子
み
す
ゞ
の
作
品
を
読
み
、
紹
介
文
を
書
く
。

⑯
発
表
会
を
す
る
。（
輪
読
す
る
。）

三
「
読
書
の
手
引
き
」
を
活
用
し
て
目
的
に
沿
っ
た
読
み
を

〔
第
三
次
〕

第
一
時
に
は
「
読
書
の
手
引
き
」
を
配
り
、
そ
の
中
か
ら
教

師
が
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
を
朗
読
し
ま
す
。（
資
料
は
人
数

分
印
刷
し
た
も
の
を
配
布
。）
読
後
に
、「
読
書
の
手
引
き
」
の

下
欄
に
個
性
的
な
表
現
や
作
者
の
生
き
方
な
ど
を
書
き
留
め
さ

せ
ま
す
。「
読
書
の
手
引
き
」
に
紹
介
し
た
作
品
は
す
べ
て
児
童

数
分
印
刷
し
て
お
き
ま
す
。

第
二
時
に
は
、「
読
書
の
手
引
き
」
を
見
な
が
ら
他
の
作
品
を

自
由
に
読
書
し
ま
す
。
第
一
時
の
様
子
で
支
援
が
必
要
な
児
童

に
は
、
絵
本
や
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
（
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
使
用
）
を
利

読
書
活
動
を
通
じ
て

個
性
的
な
表
現
を
探
し
、
紹
介
す
る

六
年（
上
）四
　
作
品
と
出
会
う
、
作
者
と
出
会
う

「
や
ま
な
し
」「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」

「
作
家
と
作
品
に
出
会
お
う
」

「『
作
家
と
作
品
』展
示
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
」

（
十
六
時
間
）
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6年（上） 第4単元 「読むこと」「書くこと」

用
し
て
読
ま
せ
た
り
、
教
師
が
朗
読
し
た
り
し
て
対
応
し
ま
す

（
教
師
が
朗
読
す
る
の
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」「
永え

い

訣け
つ

の
朝
」「
注

文
の
多
い
料
理
店
・
序
文
」
な
ど
）。
公
立
図
書
館
な
ど
か
ら
団

体
貸
し
出
し
な
ど
で
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
本
を
集
め
て
お
き
、

家
庭
な
ど
で
自
由
に
読
書
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

第
三
時
に
は
、
作
者
の
生
き
方
、
考
え
方
が
よ
く
表
れ
て
い

る
表
現
に
つ
い
て
、「
読
書
の
手
引
き
」
の
下
欄
を
参
考
に
話
し

合
い
ま
す
。

〔
第
四
次
〕

第
一
〜
三
時
に
は
、「
読
書
の
手
引
き
」
の
下
欄
を
参
考
に
、

読
書
し
た
賢
治
の
作
品
の
中
か
ら
個
性
的
な
表
現
が
含
ま
れ
る

文
を
選
び
ま
す
。
読
み
札
に
は
そ
の
文
（
題
名
も
）
を
視
写
し
、

取
り
札
に
は
絵
と
文
と
題
名
を
か
き
ま
す
（
絵
は
挿
絵
の
コ
ピ

ー
を
貼は

る
か
、
簡
単
な
デ
ッ
サ
ン
程
度
。
同
じ
書
き
だ
し
が
複

数
に
な
る
の
で
文
を
前
半
だ
け
で
も
書
い
て
お
く
）。
取
り
札
の

裏
に
は
紹
介
文
（
作
者
の
生
き
方
、
考
え
方

と
の
か
か
わ
り
）
を
書
き
ま
す
。
一
人
三
〜

五
組
く
ら
い
札
を
作
り
ま
す
。

第
四
時
の
発
表
会
で
は
、
ま
ず
代
表
者
六
名

が
読
み
札
と
紹
介
文
を
全
体
に
発
表
し
ま
す
。

次
に
グ
ル
ー
プ
で
発
表
を
し
ま
す
。

・（
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
カ
ル
タ
会
は
教
科

外
で
行
い
ま
す
。）

＊
こ
こ
ま
で
の
学
習
を
、
読
書
活
動
、

「
読
書
の
手
引
き
」
下
欄
へ
の
記
述
、

カ
ル
タ
の
紹
介
文
の
取
り
組
み
の
様
子

な
ど
で
評
価
し
、
支
援
の
必
要
な
児
童

に
は
、
第
五
次
で
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
第
三
次
の
第
二
時
参
照
）

五
　
評
価
に
つ
い
て

「
や
ま
な
し
」「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」

の
読
み
取
り
、
他
の
作
品
の
読
書
、
カ
ル

タ
（
紹
介
文
）
作
り
の
各
段
階
で
、
学
習

シ
ー
ト
の
書
き
ぶ
り
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
（
省
略
）
を
使
っ
て
評
価
し
ま
す
。

毎
時
間
の
自
己
評
価
も
参
考
に
し
ま
す
。

【
読
書
の
手
引
き
例
】
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